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市民との対談
Vol.2

子育てサークル「MAMA ＋（マ
マプラス）」のお二人にお話を
伺いました。議会、宮古市は
子育てする方々にとってどう
映っているのでしょうか。

代
表
　
　
堀
川
朝
美 

さ
ん

副
代
表
　
近
藤
恵
理
子 

さ
ん
　
　
　  

聞
き
手
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

「
子
育
て
サ
ー
ク
ルM

AM
A

＋
と
は
」

　

も
と
は
す
く
す
く
キ
ッ
ズ
と
し
て
活
動
し
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
年
齢
が
未
就
学
児
童
ま

で
と
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
小
学
生
以
降
の
親
や

子
ど
も
も
集
え
る
よ
う
に
と
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在
は
15
組
ほ
ど
の

親
子
、
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
体
育
教
室
、
親
子
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ア
ロ
マ
、
お
茶
会
な
ど
。
集

ま
る
機
会
を
設
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

「
宮
古
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
」

　

海
、山
、川
と
言
っ
た
色
々
な
財
産
が
あ
り
ま
す

が
、
集
客
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
り

ま
す
。子
育
て
に
限
っ
て
言
え
ば
、子
ど
も
が
遊
ぶ

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
く
か
ら
も
呼
び
込
め

る
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
施
設
、
子
ど
も
や
親

子
世
代
が
集
え
る
何
か
が
な
い
、
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
。

「
市
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
」

　

何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
、
何
が
し
た
い

か
も
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

子
育
て
に
関
し
て
も
、
何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
。
と
い
う
の
も
、
市
議
会
議
員
と
接
す
る
機

会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
す
。
子
育
て
世
代
は
、

色
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
で

も
言
わ
な
い
。
そ
れ
は
い
う
機
会
が
な
い
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
。
出
向
く
な
ど
し
て
も
ら
い
話
を

す
る
機
会
が
も
っ
と
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
知
る
機
会
が
お

互
い
に
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
」

　

震
災
後
は
遊
び
場
所
が
減
り
ま
し
た
。
仕
方
の

な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
子
育
て
世
代
か
ら
す
る

と
集
ま
る
場
所
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
事
実
は

否
め
ま
せ
ん
。
子
供
ど
う
し
は
学
校
な
ど
で
会
え

ま
す
が
、親
子
ど
う
し
、親
ど
う
し
の
集
ま
る
機
会
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
、
子
育
て
世
代
の
意
見
を
も
っ
と

た
く
さ
ん
聞
い
て
取
り
入
れ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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交
流
は
確
実
に
減
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
目
的

が
な
く
て
も
会
え
ば
話
は
出
ま
す
。
相
談
や
悩
み

な
ど
、
親
の
つ
な
が
り
、
子
育
て
に
つ
な
が
る
部

分
は
、
や
は
り
必
要
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
若
い
世
代
を
も
っ
と
取
り
込
ん

で
、
お
年
寄
り
も
子
育
て
世
代
も
同
じ
空
間
に
い

ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
世
代
か
ら
何
か
」

　

今
の
子
育
て
世
代
の
意
見
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
昔
と
今
と
で
は
考
え
も
違
う
し
、
育

て
方
も
違
う
。
例
え
ば
公
園
に
し
て
も
洗
い
場
、

ト
イ
レ
な
ど
あ
れ
ば
い
い
で
は
な
く
、
き
れ
い

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
世
代
的
に
は

き
れ
い
で
当
た
り
前
と
言
う
前
提
が
あ
る
か
ら
で

す
。
公
園
も
車
で
行
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う

な
れ
ば
周
り
に
店
が
あ
れ
ば
人
も
来
る
し
、
買
い

物
も
す
る
。
公
園
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

と
い
う
の
も
か
け
離
れ
た
意
見
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意

味
で
ト
イ
レ
一
つ
造
る
に
し
て
も
、
意
見
交
換
の

場
な
ど
が
あ
れ
ば
更
に
よ
い
も
の
が
出
来
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
何
を
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
内
容
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
の
撤
去
後
の
公
園
に
し
て
も
、
元
の

公
園
に
戻
す
だ
け
な
の
か
、
が
ら
っ
と
変
え
る

の
か
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
使
い
た
い
公
園
に
し

て
も
ら
い
た
い
し
、
ど
う
せ
造
る
な
ら
ば
実
用
性

が
あ
る
も
の
を
造
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
も
、
子
育
て
世
代
の
意

見
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
聞
い
て
取
り
入
れ
て
欲
し

い
で
す
ね
。

「
市
政
へ
要
望
は
」

　

学
ぶ
場
が
欲
し
い
で
す
ね
。
実
は
親
は
学
び
た

が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
も
土
日
に
子
ど
も
た
ち

を
預
け
る
場
所
が
な
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も

そ
れ
ら
を
組
み
立
て
る
た
め
の
、
恊
働
の
仕
組
み

な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
や

体
育
館
の
利
用
の
手
続
き
か
ら
活
動
に
対
す
る
助

成
金
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
、
利
用
す
る
際
に
施
設
側

で
保
険
も
か
け
て
く
れ
る
な
ど
の
仕
組
み
が
あ
れ

ば
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
市
内
に
は
子
育
て
サ
ー

ク
ル
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
運
営
に
は
そ
れ
な

り
に
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
助
成
金
な
ど
申
請
し

や
す
く
使
い
や
す
い
も
の
が
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
あ

れ
ば
、
活
動
も
活
発
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
育
て
世
代
に
も
優
し
い
仕
組
み
づ
く
り

を
期
待
し
た
い
で
す
。

※
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か

　

せ
な
い
「
子
育
て
」
の
こ
と
。
ま
だ
ま
だ
や
れ

　

る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

子育てサークル「MAMA ＋」のメンバー



　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
と
各

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
審
査
す

る
決
算
特
別
委
員
会
（
藤
原
光
昭

委
員
長
、
長
門
孝
則
副
委
員
長
）

は
、
議
長
を
除
く
全
員
で
構
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
査
方
法
は
各
常
任
委
員
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
分
を
審
査
す
る

分
科
会
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
22
日
に
全
体
審
査
を
行
い
29

日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
お

い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
10

月
１
日
に
は
市
長
出
席
の
も
と
総

括
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
各
分
科
会
長
が

報
告
し
質
疑
が
行
わ
れ
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
と
も

全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

 

（
※
各
分
科
会
の
審
査
内
容
は
24

　
～
25
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
８
８
２
億
５
８
８
０
万

円
、
歳
出
総
額
が
８
２
７
億

２
９
４
３
万
円
で
し
た
。
こ
の

う
ち
震
災
対
応
分
は
歳
入
が

５
９
０
億
３
０
６
５
万
円
、
歳
出

が
５
５
２
億
１
６
２
２
万
円
で
し

た
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
４
９
億
８
５
８
１
万
円
、

歳
出
が
９
９
２
億
９
１
２
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
前
年
度
に

対
し
１
７
０
億
４
６
２
７
万
円

（
16
・
２
％
）減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
総
額
に
自
主
財
源
が
占
め
る

割
合
を
示
す
自
主
財
源
比
率
は

34
・
２
％
で
、
前
年
度
の
13
・
５
％

を
20・
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
８
２
７
億

２
９
４
３
万
円
で
前
年
度
に
対
し

１
５
３
億
５
７
６
３
万
円
（
15
・

７
％
）
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
25
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事

業
は
、
震
災
復
興
交
付
金
基
金
積

立
金
、
都
市
再
生
区
画
整
理
、
震

災
復
興
団
地
造
成
、
災
害
廃
棄
物

処
理
、
漁
港
施
設
災
害
復
旧
、
水

産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
、

水
産
業
経
営
基
盤
復
旧
支
援
、
災

害
公
営
住
宅
整
備
、
市
民
文
化
会

館
災
害
復
旧
な
ど
で
し
た
。

4

平 成
25年度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

　
９
月
定
例
会
は
９
月
９
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
26
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
に
係
る

条
例
等
10
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
、
意
見
書
３
件
な
ど
58

件
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
25
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
18
件
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お

い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

歳出総額 827億円
前年度比15.7％減
都市再生区画整理事業
震災復興団地造成工事
災害廃棄物処理に取り組む

決
算
審
査
は
分
科
会
方
式
で
審
査

全
会
一
致
で
認
定

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ



■
実
質
収
支
比
率
…
財
政
運
営
の
健
全

　

性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
り
、
標
準

　

財
政
規
模（
標
準
的
な
財
政
の
規
模
）

　

に
対
す
る
実
質
収
支
の
割
合
で
示
さ

　

れ
る
。（
3
％
か
ら
5
％
が
望
ま
し

　

い
）

■
自
主
財
源
比
率
…
歳
入
総
額
に
対
す

　

る
自
主
財
源
（
市
税
、
使
用
料
、
手

　

数
料
等
）
の
割
合
で
、
自
前
で
調
達

　

で
き
る
自
主
財
源
が
ど
れ
く
ら
い
か

　

を
示
す
。（
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財

　

政
的
な
自
主
性
が
高
い
）

■
経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力

　

性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
り
、
比
率

　

が
低
い
ほ
ど
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と

　

を
示
す
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

　

費
等
の
義
務
的
性
格
の
経
常
的
に
支

　

出
す
る
経
費
に
、
市
税
、
地
方
交
付

　

税
、
地
方
贈
与
税
等
の
経
常
的
に
収

　

入
さ
れ
る
一
般
財
源
が
ど
れ
だ
け
充

　

当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
。（
75
％

　

～
80
％
が
妥
当
、
80
％
を
超
え
る
場

　

合
は
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
）

■
義
務
的
経
費
比
率
…
歳
出
総
額
に
対

　

す
る
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等

　

の
義
務
的
経
費
の
割
合
を
示
す
。（
比

　

率
が
低
い
ほ
ど
財
政
は
弾
力
性
が
あ

　

り
、
高
い
場
合
は
財
政
の
硬
直
化
を

　

表
す
）

■
投
資
的
経
費
比
率
…
投
資
的
経
常
比

　

率
は
、
歳
出
の
う
ち
、
そ
の
効
果
が

　

資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
施
設
等
が

　

ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の

　

に
支
出
さ
れ
る
経
費
の
割
合
を
表
す

　

と
き
に
用
い
ら
れ
る
。

■
地
方
債
現
在
高
比
率
…
地
方
債
現

　
在
高
の
標
準
財
政
規
模
（
標
準
的

　
な
一
般
財
源
の
規
模
）
に
対
す
る

　
比
率
で
、
今
後
返
済
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
地
方
債
の
残
高
が
標
準

　
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
と

　
な
っ
て
い
る
か
を
示
す
。（
数
値
が

　
高
い
ほ
ど
将
来
の
公
債
費
負
担
は

　
重
く
な
る
）

■
財
政
力
指
数
…
地
方
交
付
税
法
の

　
規
程
に
よ
り
算
出
し
た
基
準
財
政

　
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除

　
し
た
数
値
の
過
去
３
年
間
の
平
均

　
値
を
い
い
、
自
治
体
の
財
政
力
を

　
判
断
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
指

　
数
。（
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
力

　
が
強
い—

自
主
財
源
に
余
裕
が
あ

　
る
）

5

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

財政状況（普通会計）
　普通会計における財政状況を判断するための指標となる財政指数などは、次表のとおりである。
　なお、普通会計とは国の定める地方財政統計上、統一的に用いられる会計区分であり、本市の普通会
計は、一般会計、墓地事業特別会計及び川井地域バス事業特別会計で構成される。

25 年度
24 年度
増　 減

17.1
14.5
2.6

34.2
13.5
20.7

92.6
88.2
4.4

16.7
14.2
2.5

37.5
16.2
21.3

189.7
195.0
△ 5.3

0.32
0.31
0.01

区分
年度

実質収支
比率　％

自主財源
比率　％

経常収支
比率　％

義務的経費
比率　％

投資的経費
比率　％

地方債現在高
比率　％

財  政  力
指　数

歳　　出
　一般会計歳出決算は、次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

区分
年度
予算現額 A
支出済額 B
翌年度繰越額 C
不用額 A−B−C
執行率 B / A

108,674,983,386
82,729,432,464
18,643,989,318
7,301,561,604

76.1

137,226,554,374
98,087,064,135
29,143,680,386
9,995,809,853

71.5

△ 28,551,570,988
△ 15,357,631,671
△ 10,499,691,068
△ 2,694,248,249

4.6

△ 20.8
△ 15.7
△ 36.0
△ 27.0

－

平成 25 年度 平成 24 年度 増　　　減 増 減 率

衛生費（20.2％）
16,730,610,075 円

総務費（31％）
25,610,518,660 円

その他（2.1％）
1,759,707,291 円

消防費（1.9％）
1,600,640,237 円

災害復旧費（14.1％）
11,662,216,372 円

民生費（10.1％）
8,313,636,888 円

土木費（6.4％）
5,325,890,463 円

農林水産業費（5.8％）
4,782,945,361 円

公債費（4.8％）
3,983,690,836 円

教育費（3.6％）
2,959,576,281 円

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ



〇
手
話
言
語
法
制
定
の
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　

請
願
者　

一
般
社
団
法
人
岩

　
　
　
　
　
　

手
県
聴
覚
障
害
者

　
　
　
　
　
　

協
会

　
　
　
　
　
　

宮
古
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒
保
定

〇
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

　
臨
時
特
例
交
付
金
」
継
続
に
向

　
け
た
、
国
へ
の
働
き
か
け
に
関

　
す
る
請
願

　
　

請
願
者　

岩
手
県
教
職
員
組

　
　
　
　
　
　

合
下
閉
伊
支
部　

　
　
　
　
　
　

支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下
正
典

〇
鍬
ヶ
崎
防
潮
堤
に
つ
い
て
の
陳

　
情

　
　

陳
情
者　
「
鍬
ヶ
崎
の
防
潮

　
　
　
　
　
　

堤
を
考
え
る
会
」

　
　
　
　
　
　

準
備
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

鳥
居
清
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
名

〇
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

　
め
る
意
見
書

　
　
提
出
者
　
北
村
　
進
　
議
員

　
　
提
出
先
　
衆
参
両
議
長
、
内

　
　
　
　
　
　
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　
　
　
　
　
　
関
係
大
臣

○
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

　
見
書

　
　
提
出
者
　
教
育
民
生
常
任
委

　
　
　
　
　
　
員
長
　
坂
本
悦
夫

　
　
提
出
先
　
衆
参
両
議
長
、
内

　
　
　
　
　
　
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　
　
　
　
　
　
関
係
大
臣

○
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

　
臨
時
特
例
交
付
金
」
継
続
を
求

　
め
る
意
見
書

　
　
提
出
者
　
教
育
民
生
常
任
委

　
　
　
　
　
　
員
長
　
坂
本
悦
夫

　
　
提
出
先
　
衆
参
両
議
長
、
内

　
　
　
　
　
　
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　
　
　
　
　
　
関
係
大
臣

○
鍬
ヶ
崎
防
潮
堤
整
備
計
画
の
詳

　
細
な
説
明
を
求
め
る
決
議

　
　
提
出
者
　
建
設
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
秀
正

　
　
提
出
先
　
岩
手
県
知
事

　
　
　
　
　
　
宮
古
市
長

6

請
願
・
陳
情
・
意
見
書
の
審
議
結
果

　

９
月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
、
意
見
書
３
件
、

決
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
は
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
１
件
は
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
は
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
本
会
議
で
修
正
可
決
。
委
員
会
提
出
の
意
見
書
２
件
、
決

議
１
件
は
本
会
議
で
審
議
さ
れ
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
条
例

採
択 請

願
・
陳
情
の
結
果

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
決
議

○
宮
古
市
児
童
館
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
宮
古
市
営
住
宅
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
宮
古
市
集
落
排
水
処
理

　
施
設
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

○
宮
古
市
指
定
介
護
予
防

　
支
援
等
の
事
業
の
人
員

　
及
び
運
営
並
び
に
指
定

　
介
護
予
防
支
援
等
に
係

　
る
介
護
予
防
の
た
め
の

　
効
果
的
な
支
援
の
方
法

　
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　
る
条
例

○
宮
古
市
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び

　
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
定
め
る
条
例

○
宮
古
市
風
致
地
区
内
に

　
お
け
る
建
築
等
の
規
制

　
に
関
す
る
条
例

○
宮
古
市
特
定
教
育
・
保

　
育
施
設
及
び
特
定
地
域

　
型
保
育
事
業
の
運
営
に

　
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　
条
例

○
宮
古
市
家
庭
的
保
育
事

　
業
等
の
設
備
及
び
運
営

　
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　
る
条
例

○
宮
古
市
放
課
後
児
童
健

　
全
育
成
事
業
の
設
備
及

　
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　
を
定
め
る
条
例

○
宮
古
市
川
井
地
域
バ
ス

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ



7

一般会計・特別会計５件補正予算を可決
26年度

すまいの再建第 3 次支援策事業や
川井地区統合小学校学用品等購入費補助金など53億1301万円を追加

　平成 26 年度一般会計補正予算は既定の歳入歳出それぞれ 53 億 1301 万円を追加
し、予算総額は 670 億 2582 万円となりました。
　主な歳入は農林水産業費県補助金や前年度繰越金などの国庫負担金及び地方交付
税です。
　主な歳出補正は下記のとおりです。

平成 26 年度各会計別　９月補正の内容

⑴  一般会計
⑵  特別会計
　　  介護保険事業
　　  国民健康保険事業勘定
　　  浄化槽事業
　　  魚市場事業
⑶  企業会計
　  　水道事業会計

区　分
会計別

支　　　　　　出
補正前の額 補　正　額 計

617 億 1281 万円

 68 億 7323 万円
80 億 5269 万円
2 億 8915 万円
1 億 2890 万円

 10 億 1983 万円

53 億 1301 万円

　　4847 万円
1 億 1660 万円

350 万円
876 万円

       800 万円

670 億 2582 万円

69 億 2170 万円
81 億 6929 万円
  2 億 9265 万円

　1 億 3766 万円

10 億 2783 万円

今回補正の主な事業（一般会計）
生活再建住宅支援事業（浸水宅地復旧支援事業）

被災者賃貸住宅等入居支援事業

被災者定住促進住宅建築利子補給

浄化槽再設置支援事業

鍬ヶ崎・光岸地地区都市再生区画整理事業（建物等移転補償費）

河南高浜線道路整備事業（事業用地取得費等）

宮古港開港 400 周年記念事業（展示資料調査作成等業務委託料）

防災事業（避難誘導標識板、津波浸水表示板設置工事費等）

川井地区小学校統合事業（閉校記念事業補助金、学用品等購入費補助金）

図書館運営事業（補修工事実施設計業務委託、工事監理業務委託、工事費）

水産施設災害復旧事業（さけ・ます種苗生産施設等復興支援事業補助金）

す
ま
い
の
再
建

第
３
次
支
援
策

2000 万円

2525 万円

1 億 488 万円

500 万円

18 億 4672 万円

8000 万円

766 万円

2455 万円

320 万円

925 万円

2 億 6252 万円

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ



　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
建
設
常
任
委
員

会
は
住
民
有
志
が
提
出
し
た
「
鍬
ヶ
崎
防

潮
堤
の
十
分
な
説
明
を
求
め
る
」
陳
情
に

つ
い
て
、
陳
情
提
出
者
及
び
参
考
人
と
し

て
関
係
部
課
長
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

本
陳
情
は
、
６
月
定
例
会
で
不
採
択
に

な
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
再
度
の
委
員
会

審
査
の
結
果
、
一
転
し
て
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
６
月
定
例
会
の
審
査
で
は
、「
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
や
ま
ち
づ

く
り
の
会
を
幾
度
と
な
く
開
催
し
、
最
大

限
、
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た
形
で
提
言

を
行
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
十
分

な
説
明
機
会
は
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と

判
断
し
た
こ
と
か
ら
、「
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
前
回
の

審
査
の
結
果
を
受
け
て
、
陳
情
者
か
ら
再

度
、
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
再
提
出
の

主
な
理
由
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
説

明
会
は
実
施
し
て
い
る
が
、
防
潮
堤
の
構

造
や
強
度
な
ど
の
詳
細
な
説
明
が
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
の
論

め
に
、
丁
寧
、
か
つ
、
適
切
な
時
期
に
、

説
明
会
を
開
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、

本
会
議
に
お
い
て
も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
清
寿
荘
）
の

水
道
料
金
を
過
大
に
徴
収
し
て
い
た
こ

と
が
決
算
審
査
の
中
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
同
ホ
ー
ム
敷
地
内
に
整
備
さ
れ
た
仮

設
住
宅
22
戸
分
の
水
道
料
金
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
平
成
23

年
か
ら
今
年
２
月
分
ま
で
の
２
年
半
で
計

１
０
０
万
１
２
２
７
円
が
過
大
徴
収
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
入
居
者
も
水
道

料
金
を
支
払
っ
て
お
り
、
二
重
徴
収
の
形

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

市
に
よ
る
と
、
仮
設
住
宅
に
管
を
敷
設

す
る
際
に
、
敷
地
内
の
給
水
管
の
位
置
の

確
認
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
メ
ー
タ
ー
の

二
次
側
か
ら
管
を
引
い
て
仮
設
住
宅
に
水

を
供
給
。
そ
の
際
に
、
内
部
の
連
絡
ミ
ス

に
よ
り
仮
設
住
宅
の
使
用
料
を
差
し
引
か

ず
に
請
求
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
３
月
に
同
施
設
を
指
定
管
理

す
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
還
付
し
謝
罪

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、「
宮
古
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」「
宮
古
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」「
宮
古
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
」
の
３
つ
が
提
案
さ
れ
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
24
年
８
月
、
子
ど
も
・
子

育
て
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ

き
、
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
と
し
て
平
成
27
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
質
の
高
い

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的

な
提
供
（
こ
れ
ま
で
複
雑
だ
っ
た
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
手
続
を
簡
素

化
）、
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保
（
保
育

所
認
可
制
度
の
見
直
し
、
地
域
型
保
育
事

業
（
家
庭
的
保
育
・
小
規
模
保
育
等
）
を

た
ち
の
未
来
の
た
め
保
育
の
質
の
低
下
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
市
長
へ
要
請

し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
長
を
除
く
議

員
全
員
で
構
成
す
る
「
宮
古
市
定
住
化

促
進
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
定
住
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
・
提
言
等
を
行
い
ま
す
。

委
員
長
に
松
本
尚
美
議
員
、
副
委
員
長
に

内
舘
勝
則
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
一
つ
と
し
て
議
員
定
数
が

あ
り
ま
す
。
市
議
会
で
は
、
各
会
派
の
意

見
を
集
約
し
、
協
議
を
し
た
結
果
、
議
員

定
数
は
「
22
人
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
報
告
し
、
12
月
定
例
会
で
「
定
数
削
減

に
関
す
る
議
案
」
を
提
出
予
定
で
す
。

8

▼
鍬
ヶ
崎
防
潮
堤
の
説
明
を

　
求
め
る
陳
情
を
採
択

▼
水
道
料
金
二
重
に
徴
収

　
決
算
委
員
会
で
判
明

▼
待
機
児
童
等
の
解
消
に

　
新
た
な
条
例

　
質
の
高
い
運
用
を
要
請

▼
定
住
化
促
進
対
策
特
別
委

　
員
会
を
設
置

▼
議
会
改
革
に
つ
い
て

議
会
リ
ポ
ー
ト

←

←

←

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
を
問
う

長門 孝則　議員（新風クラブ）
　◎ふるさと納税の拡充について

鳥居  晋　議員（復興を考える会）
　◎三陸沿岸道路等の工事による土砂の流出防止について
　◎漁港内の犯罪防止対策について

工藤 小百合　議員（無所属）
　◎少子化対策と子育て支援について
　◎土砂災害対策について
　◎収納率、納入率の向上について

中島 清吾　議員（日本共産党）
　◎後継者の育成について
　◎漁港の整備について
　◎少子化対策について

田中  尚　議員（日本共産党）
　◎平成の大合併について
　◎再生可能エネルギー事業の導入・具体化について

落合 久三　議員（日本共産党）
　◎住宅再建支援策と震災復興特別交付税の新たな活用について
　◎要支援者は軽度者ではない～介護保険事業の充実について
　◎雇用のミスマッチを是正し、雇用の確保と新たな拡大策について

小島 直也　議員（公明党）
　◎介護、福祉、地域包括ケアシステムについて

松本 尚美　議員（一新会）
　◎県と連携した行政運営と近隣の町村との行政運営の強化を
　◎震災以前に増しての活性化が図られる種を蒔くべきではないか
　◎豪雨に備える施策は進んでいるか

佐々木 重勝　議員（ネクストみやこ）
　◎復興道路工事に伴う排出残土の活用処理方針について
　◎主要地方道宮古岩泉線の整備促進の要望について

橋本 久夫　議員（ネクストみやこ）
　◎鍬ヶ崎地区のまちづくりについて
　◎シティプロモーションについて

藤原 光昭　議員（新風クラブ）
　◎地域協議会の検証と地域づくりのあり方について
　◎長雨や豪雨等に対する土砂災害対策について

佐々木　勝　議員（尽政クラブ）
　◎国の農政転換への対応策について
　◎再生可能エネルギーの自給率向上について

竹花 邦彦　議員（新風クラブ）
　◎ＪＲ山田線（宮古・釜石間）の三陸鉄道運営について
　◎第６期介護保険事業計画策定に係る課題について

茂市 敏之　議員（復興を考える会）
　◎防災について

白石 雅一　議員（復興を考える会）
　◎子どもたちへのこころのケアや悩みを抱えた児童らへの対応について
　◎障がい児童の現状について

古舘 章秀　議員（ネクストみやこ）
　◎有害鳥獣被害対策について
　◎農業振興対策について
　◎最終年度をむかえた宮古地域自治区条例について

北村  進　議員（新風クラブ）
　◎教育の機会均等と子どもの貧困対策について
　◎すまいの再建における新たなコミュニティ確立の手立てについて

今村  正　議員（尽政クラブ）
　◎農林業系副産物の処理に関する住民説明会について
　◎焼却炉排ガスの濃度規制と総量規制について
　◎汚染牧草焼却の風評被害について

坂本 悦夫　議員（新風クラブ）
　◎子育てしやすいまち～障がい児保育等について

内舘 勝則　議員（新風クラブ）
　◎「林業のまち宮古」を掲げたまちづくりについて
　◎復興支援道路整備等に並行したまちづくりについて
　◎住宅政策について

佐々木 清明　議員（尽政クラブ）
　◎町内会、自治会の活動状況と今後の課題について
　◎自主防災組織の活動状況と課題について
　◎高浜地区センターの建設に向けた進捗状況について

…………………… ⑽

………………… ⑽

……………………… ⑾

…………………… ⑿

……………………… ⑿

…………………… ⒀

………………………… ⒁

………………………… ⒁

…………… ⒂

……………… ⒃

…………………… ⒃

………………… ⒄

………………… ⒅

……………… ⒅

……………… ⒆

……………… ⒇

……………………… ⒇

……………………… �

…………………… �

…………………… �

………………… �

点
は
、「
鍬
ヶ
崎
地
区
の
防
潮
堤
計
画
に

関
す
る
住
民
へ
の
説
明
の
回
数
」
に
つ
い

て
で
、「
直
立
式
防
潮
堤
計
画
」
に
限
っ

た
説
明
に
つ
い
て
は
、
陳
情
者
の
主
張
の

と
お
り
、
説
明
は
１
回
の
み
で
あ
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
委
員
会
で
は
、
鍬
ヶ
崎
地

区
の
直
立
式
防
潮
堤
の
計
画
に
つ
い
て
、

特
に
も
構
造
や
強
度
な
ど
の
詳
細
な
部
分

に
つ
い
て
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た

し
た
ほ
か
、
発
生
の
原
因
を
内
部
で
検
証

し
、
職
員
各
自
が
あ
る
い
は
業
者
へ
の
指

導
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ

う
、
再
度
確
認
を
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。

給
付
体
系
に
組
み
入
れ
る
等
）、
地
域
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
（「
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
」「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」「
一
時
預
か
り
」「
延
長
保
育
」「
妊

婦
健
診
」
な
ど
の
事
業
の
促
進
・
拡
充
）

で
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
の

事
業
に
携
わ
る
た
め
の
家
庭
的
保
育
者
の

資
格
や
職
員
数
な
ど
に
つ
い
て
「
子
ど
も←

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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長門 孝則 議員

質問答弁
ふ
る
さ
と
納
税
の

明
確
化
を

金
額
が
わ
か
る
よ
う

表
記
す
る

月山から望む市街地

鳥居　 晋 議員

質問答弁
土
砂
流
出
防
止
は
万
全
に

よ
り
一
層
の

体
制
・
対
応
を
強
化

防犯防止対策が望まれる市管理漁港
（田老地区）

　
　
　
自
分
の
生
ま
れ
た
故
郷
な
ど
、
希

　
　
望
す
る
自
治
体
に
寄
附
す
る
と
所
得

税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
は
、
平
成
20
年
度
に
創
設
さ

れ
、
各
県
や
各
市
町
村
と
も
寄
附
件
数
や

金
額
を
増
や
そ
う
と
、
寄
附
す
る
人
の
立

場
に
立
っ
た
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
①
本
市
に
お
け
る
平
成
25
年
度

の
寄
附
の
状
況
と
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た

方
の
居
住
地
の
傾
向
は
ど
う
か
。
②
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
や
寄
附
し
や
す
い
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。
③
寄
附
金
の
透
明
性
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
①
平
成
25
年
度
の
件
数
は
２
７
２
件

で
金
額
は
３
８
０
４
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
居
住
地
別
の
割
合
は
、
関
東
地
方
が

60
％
、
東
北
地
方
が
14
％
、
そ
の
他
が

26
％
と
な
っ
て
い
る
。
②
ふ
る
さ
と
納
税

の
拡
充
や
寄
附
し
や
す
い
環
境
整
備
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
周
知
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

お
礼
と
し
て
の
特
産
品
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
国
が
適
切
な
範
囲
も
検
討
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
。
③
寄
附

金
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、
決
算
書
等
に

一
般
寄
附
と
は
別
に
項
目
を
設
け
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
金
額
が
わ
か
る
よ
う
に
表
記

す
る
。

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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工藤 小百合 議員

質問答弁
少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
は

保
健
、福
祉
で
連
携
を
図
る

急傾斜地は万全の対策が必要

　
　
　
本
市
も
他
市
町
村
と
同
様
に
人
口

　
　
が
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
る
。
今
取
り

組
む
問
題
・
課
題
は
。
①
第
三
子
以
降
の

出
産
支
援
金
。
祝
金
の
制
度
は
。
②
４
人

以
上
の
多
子
世
帯
数
と
子
育
て
支
援
は
。

③
「
子
育
て
す
る
な
ら
宮
古
市
で
」
の
対

策
は
。
④
空
き
家
の
利
用
対
策
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
出
生
時
に
記
念
品
の
贈
呈
、
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
②
高
校
３

年
生
以
下
は
１
３
９
世
帯
、
小
学
校
６
年

生
以
下
は
80
世
帯
。
保
育
所
、
幼
稚
園
の

保
育
料
に
つ
い
て
同
時
入
所
・
入
園
２
人

目
以
降
に
対
す
る
減
額
措
置
を
実
施
し
て

い
る
。
③
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
と
「
豊
か

さ
」
を
意
識
し
た
施
策
を
推
進
し
、
メ
イ

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
子
育
て
世
代
と
す
る
。

④
旧
川
井
村
時
代
に
農
業
振
興
と
併
せ
て

実
施
さ
れ
た
。
当
時
は
、移
住
は
数
件
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
１
世
帯
が
定
住
し
て
い

る
。

■
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
①
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
状

　
　
況
と
整
備
状
況
の
課
題
は
。
②
斜
面

と
人
家
が
近
い
場
所
の
対
策
は
。
③
警
戒

区
域
指
定
や
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
整
備
と
見
直
し
は
。
④
土
砂
災
害
の
年

度
別
の
状
況
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
①
区
域
の
指
定
及
び
整
備
は
県
が
実

施
す
る
。
地
元
と
の
協
議
や
危
険
個
所
が

多
い
こ
と
か
ら
、
基
礎
調
査
や
整
備
に
多

額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。
②
ハ
ー
ド
面

は
緊
急
性
を
考
慮
し
、
県
が
整
備
す
る
。

ソ
フ
ト
面
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
併
せ

て
警
戒
区
域
の
巡
回
を
実
施
。
③
増
加
す

る
危
険
区
域
の
指
定
に
合
わ
せ
て
、
今
後

検
討
す
る
。
④
民
家
に
被
害
が
生
じ
た
も

の
は
、
平
成
18
年
、
19
年
、
22
年
、
23
年

に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
宮
古
地
域
で
も
三
陸
沿
岸
道
路
等

　
　
の
工
事
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
い
山

肌
が
現
れ
、
残
土
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。

今
、
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
の
被
害
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
当
地
域
で
こ
の
よ
う

な
異
常
気
象
に
よ
る
事
案
が
発
生
し
た
場

合
、
土
砂
の
流
出
対
策
は
万
全
に
講
じ
ら

れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
三
陸
沿
岸
道
路
を
始
め
、
各
工
事

現
場
で
は
土
砂
流
出
対
策
と
し
て
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
等
で
保
護
し
て
お
り
、
ま
た
現

場
か
ら
の
流
末
排
水
に
つ
い
て
は
、
沈
砂

池
や
フ
ィ
ル
タ
ー
材
を
設
置
し
巡
視
や
点

検
な
ど
、
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
く
。

■
漁
港
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

　
　
　
市
管
理
の
漁
港
内
で
の
密
漁
、
盗

　
　
難
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
漁
家
の
生
活
が
危
惧
さ
れ
る
。
犯
罪
防

止
、
事
故
防
止
、
災
害
防
止
の
た
め
に
も

漁
港
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
の
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
漁
港
管
理
者
及
び
漁
業
協
同
組
合

で
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
漁
港
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
犯
罪
防
止
を
目

的
と
し
た
監
視
カ
メ
ラ
設
置
の
国
、
県

の
補
助
事
業
は
な
い
が
監
視
員
や
監
視

船
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
関
係
団
体
が
連
携

し
て
密
漁
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
密

漁
防
止
に
お
い
て
は
監
視
施
設
に
対
す
る

国
の
補
助
事
業
が
あ
る
が
一
定
規
模
以
上

の
施
設
が
想
定
さ
れ
る
。
漁
協
等
の
意
向

を
確
認
し
て
い
く
。

問答

問

答

問答

問答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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中島 清吾 議員

質問答弁
漁
業
後
継
者
育
成
の

対
応
策
は

新
た
に
１
名
を
認
定
し
た

学童の家で遊ぶ子どもたち

田中　 尚 議員

質問答弁
再
生
期
に
副
市
長

２
名
体
制
は
必
要
か

早
期
復
興
の
実
現
の
た
め

当
面
維
持

合併後の本庁舎
大震災で移転を検討中

　
　
　
現
在
、
養
殖
漁
業
で
補
助
制
度
を

　
　
利
用
し
て
い
る
９
名
に
つ
い
て
、
先

に
こ
の
制
度
を
終
え
た
方
々
と
比
べ
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
や
課
題
と
成
果
、
市
外
か

ら
の
制
度
利
用
を
望
む
方
へ
の
対
応
策
を

伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
新
規
就
漁
者
支
援
補
助
は
平
成
22
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
６
月
か
ら
１
名

が
休
止
、
新
た
に
１
名
が
認
定
さ
れ
現
在

は
９
名
と
な
っ
て
い
る
。
去
る
９
月
３
日

「
宮
古
市
漁
業
就
業
者
育
成
協
議
会
」
を

設
立
し
、
市
外
も
含
め
就
業
者
の
受
け
入

れ
態
勢
を
整
備
検
討
し
て
い
く
。

■
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
漁
港
整
備
は
そ
の
数
も
多
く
、
全

　
　
て
元
に
戻
す
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う

が
、
進
捗
状
況
等
、
利
用
頻
度
に
あ
っ
た

整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
全
て
の
港
の

完
成
見
込
み
は
い
つ
に
な
る
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
被
災
箇
所
が
少
な
い
漁
港
か
ら
工

事
を
始
め
、
現
在
で
は
全
て
の
漁
港
で
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

■
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
進

　
　
め
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

県
内
に
お
い
て
も
、
賃
金
格
差
が
あ
り
生

活
が
大
変
だ
。
苦
労
軽
減
の
一
環
と
し
て

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
は
大
切

だ
と
思
う
。
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
県
内
14
市
中
実
施
し
て
い

る
の
は
、
遠
野
市
と
久
慈
市
。
両
市
と
も

医
療
費
の
無
償
化
で
は
な
く
、
所
得
制
限

を
設
け
て
、
医
療
費
自
己
負
担
額
の
２
分

の
１
と
す
る
一
部
助
成
と
な
っ
て
い
る
。

県
補
助
事
業
の
拡
大
が
な
さ
れ
れ
ば
実
現

の
可
能
性
が
増
す
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問答

問

問 答

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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落合 久三 議員

質問答弁
被
災
者
の
住
ま
い
再
建
策
は

毎
月「
す
ま
い
の
相
談
会
」

で
対
応

793戸建設予定の災害公営住宅
（高浜地区）

　
　
　
住
ま
い
再
建
の
障
害
は
宅
地
造
成

　
　
の
遅
れ
と
資
材
高
騰
等
で
あ
る
。
被

災
者
と
建
築
業
界
と
の
共
同
で
単
価
抑
制

を
図
る
べ
き
だ
し
、
被
災
者
の
相
談
に
対

応
す
る
市
の
横
断
的
体
制
を
つ
く
る
べ
き

だ
。
ま
た
震
災
復
興
特
別
交
付
税
活
用
で

直
接
支
援
金
増
額
を
具
体
化
す
べ
き
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
６
月
に
県
地
域
型
復
興
型
住
宅

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
制
度
が
で
き
、
被

災
者
の
相
談
に
業
者
斡
旋
、
職
人
の
融
通
、

資
材
確
保
な
ど
行
い
、
市
で
は
関
係
課
な

ど
で
毎
月
「
す
ま
い
の
相
談
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
復
興
特
別
交
付
税
は
制
度
間

の
格
差
是
正
が
目
的
で
、
す
べ
て
を
対
象

に
し
た
支
援
額
増
額
は
難
し
い
。

■
要
支
援
者
の
保
険
給
付
か
ら
除
外
対
応
は

　
　
　
来
年
度
か
ら
要
支
援
者
の
通
所
、

　
　
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
保
険
か
ら
外
さ
れ

る
が
市
の
対
応
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
通
所
介
護
と
訪
問
介
護
が
地
域
支

援
事
業
に
移
さ
れ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
進
め
る
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
体
制
強
化
を

　
　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

　
　
を
図
る
べ
き
。

　
　
山
本
市
長

　
　
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
専
門
職
の
人
材
確
保
や
ど
の
よ
う
に
広

域
を
カ
バ
ー
す
る
か
が
課
題
だ
。

　
　
　
合
併
か
ら
10
年
、
合
併
が
も
た
ら

　
　
し
た
も
の
や
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た

も
の
な
ど
、
検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
お
り
、
計
画
し
た
事
業
の
進
捗

状
況
や
合
併
効
果
な
ど
を
検
証
す
る
。

　
　
　
新
設
合
併
で
教
育
長
を
含
む
三
役

　
　
等
の
特
別
職
は
10
人
か
ら
３
人
、
議

員
定
数
は
51
人
か
ら
30
人
（
現
在
は
28
人
）

と
大
き
く
削
減
し
た
。
旧
川
井
村
と
の
合

併
で
、
削
減
数
値
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

副
市
長
２
名
制
は
大
震
災
対
応
と
目
的
が

限
定
、「
再
生
期
」
の
現
在
、
副
市
長
２

名
制
は
必
要
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
大
震
災
後
の
２
名
体
制
は
復
興
を

よ
り
早
期
に
実
現
す
る
た
め
で
今
後
も
当

面
、
副
市
長
２
名
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。

■
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は

　
　
　
太
陽
光
発
電
は
順
調
で
、
余
剰
電

　
　
力
の
買
い
取
り
契
約
戸
数
が

１
４
５
０
戸
を
超
え
、
そ
の
容
量
は

７
３
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
匹
敵
す
る
。
構

想
で
は
風
力
発
電
の
導
入
比
率
が
高
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
野
鳥
等
生
態
系

へ
の
影
響
な
ど
困
難
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
象
を
絞
り

込
む
べ
き
で
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
民
間
事
業
者
で
市
に
要
請
が
あ
れ

ば
、
そ
の
公
共
性
な
ど
を
判
断
し
、
支
援

す
る
。
新
里
地
区
の
風
力
発
電
は
現
地
調

査
を
秋
に
終
え
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

諸
手
続
き
を
行
う
報
告
も
あ
り
、
当
地
域

に
適
し
た
も
の
を
支
援
し
て
い
く
考
え

だ
。

問答問

答

答

問

答

問答

問答

問

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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小島 直也 議員

質問答弁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は

第
６
期
介
護
保
険
事
業
で

策
定
す
る

笑顔あふれるグループホーム

松本 尚美 議員

質問答弁
静
脈
物
流
へ
の
転
換
を

可
能
性
に
つ
い
て
研
究
す
る

エネルギーの生産を行う
東山クリーンセンター（長野県）

　
　
　
国
の
法
改
正
を
受
け
、
市
独
自
の

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
２
０
２
５
年
、
超
高
齢

社
会
に
予
想
さ
れ
る
認
知
症
高
齢
者
、
生

活
習
慣
病
患
者
、
要
支
援
・
要
介
護
の
数

は
ど
の
く
ら
い
増
加
を
予
想
し
て
い
る

か
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
ど
の

よ
う
な
手
を
打
つ
の
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
現
在
、
年
度
内
を
目
標
と
し
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
。
高
齢
者
数
に
対
す
る
要
介
護
者
等
の

人
数
の
増
加
を
踏
ま
え
、
介
護
事
業
の
整

備
と
事
業
者
の
意
向
等
を
勘
案
し
、
市
民

生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
計
画
を
示
す
。

■
増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

　
の
施
策
は

　
　
　
要
介
護
者
・
要
支
援
者
の
増
加
を

　
　
抑
え
る
た
め
に
、
介
護
予
防
が
必
要

だ
。
市
民
と
一
体
に
な
り
、
健
康
づ
く
り

を
市
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
持
続
可
能

な
軽
運
動
な
ど
、
介
護
予
防
事
業
を
推
進

す
る
べ
き
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
大
変
で
あ
る
。

広
く
市
民
の
協
力
を
得
て
行
う
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

問

答

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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佐々木 重勝 議員

質問答弁
復
興
道
路
工
事
に
伴
う

残
土
の
活
用
は

連
絡
調
整
会
議
に
よ
り

有
効
活
用
す
る

早期改良が望まれる
主要地方道宮古岩泉線

　
　
　
三
陸
沿
岸
道
路
等
の
復
興
道
路
工

　
　
事
に
つ
い
て
、
昼
夜
を
と
わ
ず
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
残
土
に
つ
い

て
、
震
災
後
の
本
市
の
復
興
事
業
と
関
連

し
て
最
大
限
活
用
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
、
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
国
、
県
、
市
町
村
に
よ
る
「
宮
古

地
域
復
旧
復
興
工
事
施
工
確
保
対
策
連
絡

調
整
会
議
」
を
設
け
、
復
旧
・
復
興
に
伴

う
建
設
発
生
土
の
事
業
間
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
に
お
け
る
三
陸
沿
岸
道
路
の

建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
一
部

活
用
し
て
お
り
、
今
後
も
市
事
業
の
発
生

土
を
優
先
に
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

■
主
要
地
方
道
宮
古
岩
泉
線
の
整
備
促
進
を

　
　
　
国
道
45
号
と
並
行
し
て
内
陸
部
の

　
　
集
落
を
つ
な
ぎ
、
岩
泉
町
へ
と
通
じ

る
大
切
な
道
路
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
現

状
を
見
る
に
、
幅
員
が
狭
く
、
急
勾
配
で

カ
ー
ブ
が
多
く
大
型
車
両
の
通
行
障
害
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
車
両
に
お
い
て
安
全

な
交
通
に
支
障
を
来
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
道
路
改
良
の
要
望
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
特
に
も
宮
園
団
地
か
ら
箱
石
地
区

を
経
由
し
て
田
代
地
区
に
至
る
ま
で
の
区

間
は
、
安
全
な
交
通
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
岩
泉
町
と
協
議
の
う
え
要

望
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
平
成
29
年
か
ら
31
年
を
発
展
期
と

　
　
位
置
付
け
て
い
る
。
発
展
期
を
迎
え

る
に
は
種
ま
き
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
称
す
る
事
業
が
そ
の
事
を
意
味
す
る

と
思
う
が
、
い
ま
だ
に
本
市
の
雇
用
、
経

済
を
支
え
と
す
る
具
体
的
な
数
字
が
見
え

な
い
。
補
完
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
静

脈
物
流
を
活
用
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電

気
）
の
生
産
、
生
産
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
の
産
業
の
集
積
と
創
出
を
提

案
し
た
い
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
再
生
資
材
等
を
中
心
と
し
た
静
脈

物
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

三
陸
沿
岸
道
路
等
の
整
備
に
合
わ
せ
、
宮

古
市
の
持
つ
海
上
陸
上
交
通
の
結
接
点
と

し
て
の
立
地
条
件
を
活
か
し
た
、
物
流
と

ひ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
実
現
し
た

い
。

■
豪
雨
対
策
を
計
画
的
に
進
め
よ

　
　
　
浸
水
、
冠
水
対
策
を
明
確
的
に
進

　
　
め
る
べ
き
と
提
案
し
て
き
た
が
、
部

分
的
、
個
別
的
に
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
な

ど
事
業
が
具
体
化
し
て
い
る
が
、
全
体
計

画
が
な
い
。
従
前
に
増
し
て
急
傾
斜
、
土

石
流
対
策
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
長
の

現
状
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
市
全
域
の
河
川
、
水
路
の
状

況
や
冠
水
履
歴
等
を
踏
ま
え
、
緊
急
性
を

考
慮
し
な
が
ら
順
次
対
策
を
講
ず
る
。

問

答

問

答

問答

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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橋本 久夫 議員

質問答弁
鍬
ヶ
崎
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
は
何
か

短
期
間
で
事
業
完
了
さ
せ
る

た
め
地
権
者
の
協
力
が
必
要

区画整理事業が進む鍬ヶ崎地区

藤原 光昭 議員

質問答弁
地
域
自
治
区
の

今
後
の
あ
り
方
は

今
年
度
中
に
結
論

和井内ふる里収穫祭

　
　
　
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
鍬
ヶ
崎

　
　
の
ま
ち
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
に

よ
っ
て
再
生
さ
れ
て
い
く
の
か
、
以
下
に

つ
い
て
伺
う
。
①
事
業
全
体
に
お
け
る
課

題
は
何
か
②
仮
換
地
決
定
過
程
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
か
③
合
意
形
成
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
か
④
区
画
整
理
審
議
会
の
意
見

内
容
は
⑤
防
潮
堤
整
備
で
窓
が
つ
く
計
画

は
本
当
か
⑥
歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
た

事
業
は
ど
の
よ
う
な
形
と
な
る
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
課
題
は
短
期
間
で
事
業
を
完
了

さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
地
権
者
の
協

力
を
得
る
こ
と
②
仮
換
地
案
は
５
月
、
６

月
に
権
利
者
に
説
明
し
た
。
③
権
利
者
に

丁
寧
に
説
明
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
る
④
土
地
区
画
整
理

審
議
会
は
３
回
開
催
。
４
件
に
つ
い
て
諮

問
し
意
義
な
し
の
答
申
を
受
け
た
⑤
県
で

は
防
潮
堤
に
窓
を
付
け
る
計
画
と
の
こ
と

⑥
文
化
遺
産
や
歴
史
な
ど
の
解
説
板
、
案

内
板
等
の
整
備
を
進
め
る
。

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

　
考
え
は
な
い
か

　
　
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま

　
　
ち
が
有
す
る
地
域
資
源
や
魅
力
を
高

め
、
戦
略
的
か
つ
効
果
的
に
内
外
に
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
、
交
流
人
口
・
定
住
人
口

の
増
加
、
企
業
誘
致
等
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
当
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
発
信
し
て
い

る
。
市
総
合
後
期
基
本
計
画
で
魅
力
を
市

内
外
に
伝
え
る
新
し
い
施
策
に
ふ
さ
わ
し

い
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

問

答

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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佐々木　勝 議員

質問答弁
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
達
成
度
は

25
年
度
末
の
自
給
率
は

4.3
％
で
あ
る

農地に設置された太陽光発電パネル

　
　
　
本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の

　
　
経
験
を
教
訓
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
31

年
度
に
は
、
自
給
率
を
30
％
に
す
る
と
し

た
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る
が
、
現
時
点

で
の
自
給
率
と
、
目
標
値
を
達
成
す
る
た

め
の
工
程
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
平
成
25
年
度
末
の

自
給
率
は
４
・
３
％
で
あ
る
。
計
画
当
時

は
事
業
を
検
討
す
る
民
間
事
業
者
も
多
く

あ
っ
た
が
、
採
算
性
か
ら
計
画
を
断
念
す

る
事
業
者
が
出
て
い
る
。
民
間
事
業
者
の

動
向
を
注
視
し
、
公
共
性
や
公
益
性
を
判

断
し
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

■
農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て

　
　
　
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防
止
や
農
地

　
　
の
流
動
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
農

地
中
間
管
理
機
構
が
制
度
化
さ
れ
た
が
、

本
市
で
は
機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き
る
体

制
が
つ
く
れ
た
か
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
岩
手
県
で
は
岩
手
県
農
業
公
社
が

本
年
３
月
に
同
管
理
機
構
の
指
定
を
受

け
、
４
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

本
市
で
は
同
公
社
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
事
業
の
推

進
に
関
す
る
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
合
併
に
よ
り
設
置
し
た
地
域
自
治

　
　
区
及
び
地
域
協
議
会
も
、
今
年
度
末

を
も
っ
て
失
効
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
市
政

運
営
に
と
っ
て
地
域
振
興
は
重
要
で
必
要

だ
。
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。
　

　
　
山
本
市
長

　
　
　
合
併
に
際
し
、
広
域
化
す
る
新
市

に
お
い
て
住
民
の
意
見
を
新
市
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
民
と
行
政
が

連
携
し
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
設
置
し
た
。
現
在
、
合
併
特
例
債
の

発
行
可
能
期
間
の
延
長
に
合
わ
せ
て
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
今
年
度
中

に
結
論
を
出
す
。

■
豪
雨
に
対
す
る
土
砂
災
害
対
策
を

　
　
　
宮
古
市
は
平
地
が
少
な
く
、
斜
面

　
　
と
人
家
が
近
い
場
所
が
多
い
が
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
と
警
戒
区
域
指
定
箇
所

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
の
整

備
状
況
及
び
高
台
住
宅
造
成
の
地
盤
強
度

は
大
丈
夫
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
警
戒
区
域
は
２
６
４
箇
所
、
特
別

警
戒
区
域
は
２
５
７
箇
所
だ
。
平
成
25
年

度
末
の
整
備
状
況
は
危
険
箇
所
の
う
ち
51

箇
所
が
整
備
済
み
。
高
台
造
成
の
地
盤
強

度
も
調
査
し
宅
地
の
配
置
を
計
画
し
て
い

る
。

■
土
砂
災
害
対
策
は

　
　
　
森
林
伐
採
後
の
作
業
道
が
大
災
害

　
　
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
認

識
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
土
砂
流
出
等
の
災
害
防
止
の
た

め
、
伐
採
作
業
者
に
対
し
森
林
内
の
土
地

の
保
全
に
努
め
る
よ
う
啓
発
を
強
化
し
て

い
く
。

問答

問

答

問答

問

答

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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竹花 邦彦 議員

質問答弁
山
田
線
の
三
鉄
運
営
、

有
力
な
選
択
肢
の
意
味
は

復
旧
の
実
現
性
が

最
も
高
い
選
択
肢

職員確保が課題の介護現場

茂市 敏之 議員

質問答弁
防
災
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら

防
災
に
取
り
組
む

平成11年、土石流により決壊した近内川

　
　
　
８
月
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線
復
旧
に
係
る

　
　
沿
岸
市
町
村
首
長
会
議
に
お
い
て
、

山
田
線
の
三
陸
鉄
道
運
営
を
鉄
道
復
旧
の

有
力
な
選
択
肢
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
ま

で
山
本
市
長
は
、
三
陸
鉄
道
運
営
を
「
選

択
肢
の
一
つ
」
と
し
て
き
た
が
、「
有
力

な
選
択
肢
」
の
意
味
を
ど
う
認
識
す
る
の

か
伺
う
。
ま
た
、
三
陸
鉄
道
運
営
の
是
非

判
断
基
準
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
沿
岸
市
町
村
首
長
会
議
で
鉄
道
復

旧
の
必
要
性
、
三
陸
鉄
道
一
体
運
営
の
メ

リ
ッ
ト
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
請
事
項
等
が
確
認

で
き
た
こ
と
か
ら
、
山
田
線
復
旧
の
枠
組

み
と
し
て
最
も
実
現
性
が
高
い
選
択
肢
と

認
識
す
る
。
三
陸
鉄
道
運
営
是
非
の
判
断

基
準
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自
治
体
の
負
担

軽
減
と
復
旧
後
の
鉄
道
維
持
に
必
要
な
Ｊ

Ｒ
の
支
援
が
十
分
に
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
だ
と
考
え
る
。

■
介
護
職
員
確
保
の
対
応
策
強
化
を

　
　
　
介
護
現
場
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が

　
　
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
の

現
状
認
識
と
対
応
及
び
介
護
事
業
者
へ
の

支
援
策
な
ど
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
当
市
で
も
介
護
職
員
不
足
は
深
刻

で
あ
る
。
県
は
本
年
度
か
ら
、
被
災
地
事

業
者
の
新
規
採
用
職
員
へ
の
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
。
今
後
、
介
護
人
材
不
足
へ

の
対
策
と
し
て
、
国
、
県
、
事
業
者
等
と

連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

答

問

答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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白石 雅一 議員

質問答弁
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
の

原
因
に
つ
い
て

原
因
と
そ
の
解
消
に
向
け
て
多
面
的
な

現
状
把
握
に
努
め
て
い
く

障がいのある子どもの放課後等の
居場所づくりを行う「ゆうやけ」

　
　
　
震
災
前
後
の
不
登
校
者
数
の
推
移
、

　
　
仮
設
住
宅
等
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
震
災
後
の
１
年
目
が
小
学
校
の
不

登
校
者
数
が
前
年
の
２
倍
以
上
、
２
年
、

３
年
目
は
減
少
し
た
が
、
震
災
前
よ
り
も

多
い
状
況
。
中
学
校
で
は
１
年
、
２
年
目

は
震
災
前
よ
り
減
少
し
た
が
３
年
目
は
震

災
前
の
状
況
に
戻
り
、
震
災
も
要
因
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
心
へ
の
影
響
は

長
期
的
に
及
ぶ
と
捉
え
、
臨
床
心
理
士
等

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
小
中
学
校
に
配
置
し

て
い
る
。

　
　
　
児
童
へ
の
取
組
み
を
行
う
各
団
体

　
　
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
学
校
、
家
庭
訪
問
に
加
え
、
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
等
各
連
携
機
関
と
と
も
に

現
在
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
関
係
機
関
と
協
議
の

う
え
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
め
た
各
種
団
体
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

■
障
が
い
児
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

　
　
の
障
が
い
児
学
童
保
育
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
本
市
で
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
う
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る

一
施
設
の
み
。
定
員
10
名
に
対
し
16
名
の

契
約
数
で
、
待
機
児
童
は
9
月
1
日
現
在

で
３
名
。
待
機
児
童
の
解
消
と
し
て
宮
古

養
護
学
童
の
家
と
日
中
一
時
支
援
事
業
が

あ
げ
ら
れ
る
。
市
と
し
て
こ
れ
ら
の
利
用

に
つ
い
て
、
保
護
者
や
関
係
者
と
相
談
し

解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
近
年
、
台
風
の
大
型
化
と
集
中
豪

　
　
雨
の
増
加
は
驚
く
べ
き
数
値
を
示
し

て
い
る
。
そ
こ
で
河
川
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。
茂
市
地
区
刈
屋
川
右
岸
堤
防
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
蟇
目
地
区
及
び
花
原
市

地
区
の
閉
伊
川
左
岸
堤
防
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
近
内
川
は
平
成
11
年
に
決
壊

し
て
い
る
。
先
に
着
工
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
事
業
主
体
で
あ
る
県
に
よ
る
と
、

茂
市
地
区
は
平
成
27
年
度
中
に
着
工
予
定

で
あ
る
。
蟇
目
地
区
及
び
花
原
市
地
区
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。
近
内
川
に
つ
い
て

は
、
早
急
な
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
意

向
と
の
こ
と
。

　
　
　
県
の
河
川
整
備
計
画
で
は
、「
概

　
　
ね
１
０
０
年
に
１
回
の
確
立
の
降
雨

に
よ
る
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
事
を

目
標
と
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
閉
伊
川
本

支
川
と
も
「
概
ね
50
年
に
１
回
の
確
立
の

降
雨
で
発
生
す
る
洪
水
」
に
対
応
す
る
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア
イ
オ
ン
台

風
並
み
の
降
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
閉
伊
川

堤
防
は
大
丈
夫
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
閉
伊
川
堤
防
は
、
土
砂
の
堆
積
が

な
け
れ
ば
大
丈
夫
な
の
で
浚
渫
を
県
に
要

望
す
る
。

　
　
　
広
島
市
の
よ
う
に
土
砂
災
害
の
避

　
　
難
勧
告
や
避
難
指
示
は
、
現
場
を
見

て
か
ら
で
は
後
手
に
回
る
可
能
性
が
高

い
。
県
と
気
象
庁
か
ら
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
避
難
勧
告
を

発
令
す
べ
き
だ
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
十
分
に

検
討
し
た
い
。

問

答問

答

問答

問答

問答

答 問

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ



20

古舘 章秀 議員

質問答弁
有
害
鳥
獣
被
害
受
付
等
の

統
一
を

不
備
は
早
急
に
改
善
す
る

漁網などに囲まれた田園風景

北村　 進 議員

質問答弁
教
育
の
機
会
均
等
と

子
ど
も
の
貧
困
対
策

援
助
を
必
要
と
す
る

対
象
者
を
支
援

被災者の生活を支える仮設商店街

　
　
　
①
有
害
鳥
獣
被
害
等
の
通
報
時
は

　
　
緊
急
扱
い
と
し
総
合
事
務
所
等
で
も

受
付
で
き
る
よ
う
、
統
一
し
た
受
付
表
で

対
応
し
迅
速
な
体
制
を
図
る
べ
き
だ
。

②
猟
友
会
会
員
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
駆
除
等
の
従
事
日
数
に
応
じ
た
予

算
化
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
有
害
鳥
獣
被
害
に
関
わ
る
対
応

不
備
は
、
早
急
に
改
善
し
迅
速
な
対
応
に

努
め
る
。
②
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
従
事
者

を
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
宮
古
市
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
実
施
隊
に
任
命
し
報
酬
を
支

給
。
さ
ら
に
宮
古
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
よ
り
出
動
実
績
に
応
じ
て
捕
獲
活

動
経
費
を
支
給
し
て
い
る
。

■
農
業
振
興
対
策
の
効
果
は

　
　
　
農
業
振
興
策
を
実
施
し
て
い
る
が

　
　
農
家
数
の
減
少
等
が
進
ん
で
い
る
状

況
を
今
後
の
農
業
振
興
策
に
ど
の
よ
う
に

反
映
す
る
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
複
合
経
営
等
を
一
層
推
進
し
、
標

高
差
な
ど
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
園
芸

作
物
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
反
映
さ

せ
る
。

■
平
成
27
年
度
以
降
の
宮
古
地
域
自
治
区

　
条
例
は

　
　
　
①
本
年
度
末
に
効
力
を
失
う
宮
古

　
　
地
域
自
治
区
条
例
の
評
価
と
課
題
は
。

②
合
併
後
広
大
と
な
っ
た
自
治
区
を
、
平

成
27
年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
市
政
運

営
に
関
す
る
協
議
、
地
域
住
民
の
意
見
の

市
政
へ
の
反
映
、
住
民
自
治
の
充
実
な
ど

を
図
っ
た
。
②
新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

作
業
と
併
せ
て
地
域
自
治
区
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

問

答問

答
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ポ
ー
ト

一
般
質
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審
査
質
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委
員
会
リ
ポ
ー
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今村　 正 議員

質問答弁
放
射
能
汚
染
物
の

焼
却
処
理
の
説
明
会
を

住
民
説
明
会
を
行
う
予
定

は
な
い

市内の空間放射線量の測定結果

　
　
　
環
境
省
で
も
地
域
住
民
に
懇
切
丁

　
　
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
が
、
宮
古
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
排
ガ
ス
の

被
害
を
一
番
受
け
る
藤
原
、
磯
鶏
の
風
下

３
地
区
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
な
い
の

か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
特
定
地
区
で
の
住
民
説
明
会
を
行

う
予
定
は
な
い
。

■
風
評
被
害
の
拡
大
に
つ
い
て

　
　
　
本
市
の
第
一
次
産
業
は
原
発
事
故

　
　
の
風
評
被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
。
住

む
人
の
被
曝
量
を
少
な
く
す
る
努
力
を
し

な
い
自
治
体
が
作
る
農
産
物
を
、
誰
が
好

ん
で
消
費
す
る
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
農
林
水
産
物
の
風
評
被
害
は
、
現

在
農
作
物
で
は
出
荷
等
の
価
格
に
影
響
は

な
く
、
水
産
物
に
お
い
て
も
風
評
被
害
に

よ
る
影
響
は
収
ま
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て

い
る
。「
乾
し
い
た
け
」
の
風
評
被
害
に

よ
る
半
値
近
い
価
格
の
下
落
は
全
国
的
な

も
の
で
あ
り
焼
却
処
理
に
起
因
し
な
い
と

考
え
る
。

■
焼
却
炉
排
ガ
ス
の
濃
度
規
制
等
に
つ
い
て

　
　
　
市
は
「
排
ガ
ス
」
の
放
射
性
セ
シ

　
　
ウ
ム
は
99
％
以
上
除
去
で
き
て
い
る

断
言
し
て
い
る
が
、
環
境
省
の
焼
却
実

験
デ
ー
タ(

鮫
川
村)

で
は
「
実
際
の
焼

却
灰
等
」
へ
は
72
％
し
か
回
収
さ
れ
て
い

な
い
。
99
％
フ
ィ
ル
タ
ー
で
回
収
で
き
る

な
ら
、
な
ぜ
実
際
の
焼
却
灰
等
へ
は
72
％

だ
け
な
の
か
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
数
値
が
ど
な
た
の
見
解
で
あ
り
、

そ
れ
が
正
し
い
も
の
な
の
か
、
判
断
で
き

る
材
料
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　
　
　
子
供
貧
困
率
16
．
３
％
。
子
供
が

　
　
い
る
現
役
世
帯
の
う
ち
一
人
親
世
帯

の
貧
困
率
は
54
．
６
％
で
あ
り
年
々
悪
化

し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
母
子
世
帯
で
あ

る
。

　
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
進
学
率
は
一
般

に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。
多
方
面
か
ら
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
4
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
経
済
的
に
困
難
な
児
童
生
徒
の
就
学
支

　
援
事
業
の
実
態
は
。

②
市
の
奨
学
金
制
度
を
給
付
型
に
変
え
る

　
べ
き
で
は
。

③
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
策
は

④
学
童
の
家
と
放
課
後
子
供
教
室
の
現
状
は
。

　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
①
概
ね
10
人
に
一
人
の
割
合

②
各
種
奨
学
金
制
度
の
周
知
と
奨
学
金
の

　
見
直
し
を
検
討
す
る
。

③
指
導
員
等
が
宿
題
の
取
り
組
み
を
支
援
。

　
３
大
学
と
協
定
を
結
び
、
休
日
や
長
期

　
休
業
の
学
習
を
支
援
。
自
学
自
習
の
学

　
び
の
場
が
４
地
区
に
創
出
さ
れ
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
が
学
習
支
援
す
る
。

④
学
童
の
家
を
来
年
度
か
ら
小
６
ま
で
拡

　
大
す
る
。

■
す
ま
い
の
再
建
に
お
け
る
新
た
な
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
確
立
の
手
立
て

　
　
　
被
災
者
の
「
す
ま
い
の
再
建
」
が

　
　
進
行
中
で
あ
る
が
２
点
に
つ
い
て
伺

う
。

①
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
や
高
台
造
成

　
地
に
お
け
る
宅
地
の
調
整
方
法
は
。

②
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
の
手
立

　
て
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
被
災
し
た
地
域
の
居
住
者
を
優

　
先
す
る
「
地
域
優
先
」。
宅
地
は
同
じ

　
大
き
さ
を
複
数
整
備
そ
の
中
か
ら
選
ぶ
。

　
競
合
す
れ
ば
、
公
平
性
を
図
る
た
め
抽

　
選
す
る
。

②
自
主
性
を
尊
重
し
、
地
域
力
向
上
支
援

　
補
助
金
制
度
等
で
支
援
す
る
。
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坂本 悦夫 議員

質問答弁
医
療
ケ
ア
の
必
要
な

障
が
い
児
の
居
場
所
を

受
け
入
れ
が
可
能
か

検
討
を
進
め
る

養護学童の家

内舘 勝則 議員

質問答弁
林
業
の
宮
古
を
掲
げ
た

ま
ち
づ
く
り
を

活
力
あ
る
林
業
の
ま
ち

宮
古
を
目
指
す

間伐材のはい積み作業

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
医
療
を
必
要

　
　
と
す
る
障
が
い
児
は
「
保
育
所
」
に

も
「
養
護
学
童
の
家
」
に
も
入
所
で
き
な

い
。
学
校
が
あ
っ
て
も
放
課
後
に
行
く
場

所
が
な
い
。
本
市
に
は
、
そ
う
い
う
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
な
い
。
特
に
障

が
い
児
に
は
「
心
身
と
も
に
健
全
に
育
つ

権
利
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
不

当
な
排
除
や
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
合
理
的
配
慮
」
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
育
所
・
養
護
施
設
で
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
困
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
状
況

で
も
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
受
け
入
れ
体
制

が
確
保
で
き
る
か
検
討
す
る
。

　
　
　
本
市
に
と
っ
て
、
子
ど
も
が
増
え

　
　
て
い
く
か
ど
う
か
は
、
子
ど
も
を
こ

の
ま
ち
で
育
て
た
い
と
い
う
希
望
を
も
つ

若
者
が
増
え
る
か
、
ま
た
、
そ
の
希
望
が

叶
え
ら
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
る
か
が
、

本
市
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
自
分
の
育
っ
た
ま
ち
、
自
分

の
暮
ら
す
ま
ち
で
心
配
な
く
子
育
て
が
で

き
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
本
市
の
子
育
て

支
援
の
基
本
理
念
を
伺
う
。

　
　
松
舘
福
祉
課
長

　
　
　
子
育
て
に
夢
と
喜
び
、
そ
し
て
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
だ
。
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問
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佐々木 清明 議員

質問答弁
自
治
会
の
活
動
状
況
と

課
題
を
示
せ

自
治
会
の
自
主
活
動
の

活
性
化
を
支
援
す
る

総合防災訓練の様子

　
　
　
本
市
は
、
大
災
害
を
経
た
新
し
い

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
契
機
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
を
模
索
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
当
局
の
現
状
認
識
は
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
価
値
観
の
多
様
化
や
人
口
の
減

少
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
者
が
不
足
し

て
い
る
。
担
い
手
不
足
の
課
題
を
抱
え
る

地
域
が
増
え
て
い
る
。
自
治
会
の
自
主
活

動
へ
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
制
度
の
周

知
と
活
用
に
努
力
し
、
地
域
の
研
修
と
交

流
会
を
開
催
し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
問
題

解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

■
防
災
組
織
の
活
動
状
況
と
課
題
は

　
　
　
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

　
　
る
が
、
そ
の
活
動
状
況
と
評
価
、
課

題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
平
成
９
年
に

高
浜
自
治
会
自
主
防
災
部
を
皮
切
り
に
、

現
在
は
43
地
区
で
組
織
化
さ
れ
防
災
・
減

災
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て
は

「
自
助
」「
共
助
・
公
助
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
連
携
す
る
こ
と
が
、
平
時
と
有
事
共
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
防
災
組
織
の
支
援
育

成
に
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
面
の
支
援
で
の

支
援
も
含
め
課
題
を
解
決
す
る
よ
う
努
め

る
。

■
高
浜
地
区
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
地
域
住
民
の
集
う
拠
点
施
設
は
必

　
　
要
不
可
欠
で
あ
る
。
改
め
て
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
消
防
屯
所
と
地
区
セ
ン
タ
ー
の
複

合
化
を
検
討
し
て
い
る
。
建
設
場
所
は
従

前
の
敷
地
を
想
定
し
て
い
る
が
、
地
域
住

民
と
協
議
し
な
が
ら
整
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
90
％
を
占
め
る
森
林
の
ポ
テ
ン

　
　
シ
ャ
ル
を
活
か
し
林
業
振
興
を
核
と

し
た
「
林
業
の
ま
ち
宮
古
を
掲
げ
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
宮
古
の

発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
森
林
は
多
面
的
な
機
能
等
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
森
林
保
有
面
積
は

も
と
よ
り
、
素
材
生
産
量
も
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
あ
る
。
森
林
整
備
の
助
成
充
実

と
併
せ
、
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
の
サ
イ
ク

ル
を
図
り
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
地
域
木
材

活
用
施
策
を
推
し
進
め
「
林
業
の
ま
ち
」

に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
林
業
を
目
指
し

て
い
く
。

■
道
路
整
備
後
の
周
辺
地
域
の
活
性
化
や

　
基
幹
産
業
の
早
期
再
生
策
を

　
　
　
復
興
支
援
道
路
の
整
備
と
と
も
に

　
　
整
備
後
の
地
域
活
性
化
や
基
幹
産
業

の
早
期
再
生
が
急
務
で
あ
り
遅
滞
な
く
施

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
沿
線
の
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
・

充
実
を
図
り
、
各
地
域
に
生
活
諸
機
能
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
た
拠
点
を
つ
く

り
、
道
路
や
公
共
交
通
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ぶ
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

■
定
住
促
進
を
踏
ま
え
た
住
宅
政
策
を

　
　
　
公
営
住
宅
の
老
朽
化
改
善
や
宅
地

　
　
分
譲
施
策
な
ど
住
宅
環
境
整
備
は
定

住
促
進
の
観
点
か
ら
重
要
と
思
う
が
対
応

策
を
伺
う
。

　
　
山
本
市
長

　
　
　
総
合
開
発
計
画
や
定
住
促
進
の
基

本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い

く
。

問答

問

答

問答

問答

問答

問答

市
民
と
の
対
談

25
年
度
決
算

意
見
書
・
請
願

26
年
度
補
正
予
算

議
会
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算
審
査
質
疑

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ
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◆
平
成
24
年
度
、
任
期
付
職
員
採

　

用
者
は
３
年
の
期
限
を
迎
え
る
。

　
希
望
職
員
は
雇
用
延
長
す
べ
き
。

○
３
年
間
の
予
定
だ
が
復
興
事
業

　

は
続
く
。
本
人
の
意
向
を
確
認

　

し
希
望
が
あ
れ
ば
延
長
し
た
い
。

◆
生
活
習
慣
病
健
診
の
要
精
査
者

　

が
１
０
５
３
人
中
４
２
６
人
だ

　

が
、
時
間
外
勤
務
が
多
く
健
康

　

に
影
響
が
出
て
い
る
の
で
は
。

　

長
距
離
通
勤
者
も
増
え
て
い
る

　
が
対
策
は
。

○
割
合
は
震
災
前
と
変
わ
ら
な
い

　

が
メ
タ
ボ
率
が
高
い
。
仕
事
が

　

一
人
に
偏
ら
な
い
よ
う
休
み
を

　

取
ら
せ
て
い
る
。
月
１
０
０
時

　

間
以
上
の
時
間
外
勤
務
が
２
カ

　

月
続
け
ば
、
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ

　

ク
を
受
け
て
も
ら
う
。
多
く
は

　

マ
イ
カ
ー
通
勤
で
あ
り
、
交
通

　

安
全
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

◆
清
掃
業
務
委
託
料（
落
札
額
）
が

　
少
な
い
が
、
き
ち
ん
と
業
務
で
き

　

て
い
る
か
。
従
業
員
は
決
め
ら

　
れ
た
賃
金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
。

○
仕
様
書
に
沿
っ
た
業
務
を
し
て

　

い
る
。
雇
用
形
態
は
会
社
の
考

　

え
と
思
う
が
気
に
か
け
な
が
ら

　

す
す
め
た
い
。

◆
宿
日
直
業
務
は
、
本
庁
舎
、
各

　

総
合
事
務
所
の
取
扱
い
に
ば
ら

　
つ
き
が
あ
る
が
。

○
田
老
は
、
宿
日
直
と
も
シ
ル
バ

　

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
。
新
里
・

　

川
井
は
、
日
直
の
み
委
託
の
他

　

に
職
員
１
人
配
置
。
ば
ら
つ
き
は
、

　

今
後
検
討
す
る
。

◆
山
田
線
の
利
用
促
進
を
図
る
た

　

め
、
毎
月
11
日
の
利
用
者
に
メ

　

モ
リ
ア
ル
助
成
（
仮
称
）
す
る

　
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

○
魚
菜
市
場
や
イ
ベ
ン
ト
で
使
え

　

る
当
日
限
り
の
１
０
０
０
円
券

　

と
若
干
の
お
土
産
を
配
っ
た
。

　

運
賃
助
成
は
Ｊ
Ｒ
の
賛
同
が
得

　

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
メ
モ

　

リ
ア
ル
は
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

◆
地
域
振
興
事
業
補
助
金
の
ば
ら

　

つ
き
が
あ
る
が
、
基
本
的
な
考

　
え
方
は
。

○
事
務
局
へ
の
提
案
・
申
請
に
対
し
、

　

審
査
す
る
。
申
請
額
満
額
決
定

　

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
費
用
を

　

か
け
な
い
で
集
客
を
図
る
よ
う

　

な
対
策
を
求
め
て
い
る
。

◆
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
自
然
水

　
利
は
何
ヶ
所
か
。

○
消
火
栓
４
１
５
カ
所
、
防
火
水
槽

　

３
６
５
カ
所
、
指
定
自
然
水
利

　

39
カ
所
。
そ
の
他
、
分
団
で
使

　

用
で
き
る
自
然
水
利
は
、
新
里

　

61
カ
所
、
川
井
36
カ
所
で
あ
る
。

◆
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
計
画

　
策
定
業
務
の
入
札
状
況
、
内
容
は
。

○
６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
で

　

落
札
率
は
94
・
３
％
。
津
波
の

　

避
難
路
整
備
を
２
カ
年
度
で
計

　

画
し
て
い
る
。

◆
経
常
収
支
比
率
が
高
く
な
っ
た

　
要
因
は
何
か
。

○
経
常
経
費
が
年
々
、
少
し
ず
つ

　

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

　

要
因
。

◆
川
井
テ
レ
ビ
使
用
料
の
収
納
率

　
が
悪
い
よ
う
だ
が
。

○
現
年
度
分
の
収
入
未
済
額
が

　

44
万
２
０
０
０
円
、
収
納
率
は

　

96
・
７
％
で
あ
る
。
滞
納
分
に

　

つ
い
て
は
、
回
収
に
努
力
し
て

　

い
る
。

◆
仮
設
住
宅
の
移
転
、
集
約
の
計

　
画
は
。

○
一
部
解
体
や
解
体
の
申
し
出
を

　

し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
今
後
は
、

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
や
面
整

　

備
の
進
捗
に
応
じ
て
計
画
を
策

　

定
し
て
い
く
。

◆
津
波
復
興
拠
点
整
備
の
中
心
市

　

街
地
地
区
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
か
ら

　
用
地
取
得
の
進
捗
状
況
は
。

○
買
収
に
先
立
ち
協
定
の
締
結
を

　

進
め
て
お
り
、
用
地
の
価
格
に

　

つ
い
て
は
、
概
ね
合
意
し
て
い
る
。

◆
新
庁
舎
計
画
で
の
ア
ク
セ
ス
道

　
路
が
１
本
だ
け
だ
が
、
災
害
時
に

　
市
民
の
安
全
が
守
れ
る
の
か
。

○
非
常
用
と
し
て
出
会
い
橋
付
近

　

の
側
道
の
利
用
も
検
討
し
て
い

　

る
。

◆
宮
古
市
津
波
遺
留
品
整
理
事
業

　

で
、
引
き
取
り
手
が
現
れ
な
い

　

遺
留
品
に
つ
い
て
今
後
の
対
応

　
は
。

○
市
で
預
か
っ
て
い
る
遺
留
品
に

　

つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い

　

つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

　

い
る
。
残
っ
た
遺
留
品
の
処
分

　

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
段

　

階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
公
的

　

機
関
や
事
業
所
等
に
よ
る
就
労

　

継
続
支
援
事
業
所
等
の
製
品
利

　
用
で
昨
年
か
ら
の
広
が
り
は
。

○
宮
古
市
障
が
い
者
就
労
施
設
等

　

優
先
調
達
方
針
を
策
定
し
製
品

　

の
調
達
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　

宮
古
圏
域
の
福
祉
施
設
や
事
業

　

所
等
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
の
配
布
を
行
っ
た
。

◆
児
童
福
祉
事
業
の
家
庭
児
童
相

　

談
に
お
い
て
学
校
生
活
等
に
関

　

す
る
こ
と
の
件
数
が
倍
増
し
て

　
い
る
要
因
は
。

○
保
育
所
等
も
含
め
て
不
登
校
の

　

相
談
が
増
え
て
お
り
、
育
児
放

　

棄
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

　

と
感
じ
て
い
る
。
関
係
機
関
と

　

は
定
期
的
に
情
報
交
換
や
協
議

　

を
行
っ
て
い
る
が
、
件
数
も
増

　

え
て
い
る
こ
と
か
ら
更
に
連
携

　

の
密
度
を
深
め
た
い
。

◆
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の

　
相
談
件
数
等
が
減
っ
て
い
る
が
、

　

支
援
事
業
の
充
実
に
よ
る
も
の

　
と
捉
え
て
よ
い
か
。

○
本
事
業
や
本
市
の
医
療
給
付
制

　

度
が
転
勤
等
に
よ
り
本
市
で
子

　

育
て
を
し
て
い
る
保
護
者
に
好

　

評
で
あ
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
、

　

一
定
程
度
は
評
価
で
き
る
と
考

　

え
て
い
る
。
件
数
の
減
少
に
つ

　

い
て
は
Ｐ
Ｒ
不
足
も
考
え
ら
れ

　

る
の
で
、
周
知
方
法
を
工
夫
し

　

て
い
き
た
い
。

◆
毎
年
実
施
し
て
い
る
春
・
秋
の

　

大
掃
除
に
つ
い
て
、
同
じ
手
法

　

で
行
う
と
し
て
も
課
題
等
を

　

把
握
し
、
次
回
に
生
か
す
べ
き

　
と
思
う
が
。

○
ど
う
い
う
あ
り
方
で
美
化
運
動

　

が
進
め
ら
れ
る
か
研
究
し
、
関

　

係
団
体
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

　

て
い
き
た
い
。

◆
摂
待
出
張
診
療
所
の
再
開
は
あ

　
る
か
。

○
建
物
・
備
品
等
の
状
態
か
ら
今

　

の
と
こ
ろ
診
療
を
再
開
で
き
る

　

状
況
に
は
な
い
。
田
老
診
療
所

　

の
移
転
が
済
ん
だ
後
、
地
域
住

　

民
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
る
が
、
医
師
・
看
護
師

　

不
足
の
状
況
下
で
分
院
と
し
て

　

の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
は
今

総
務
分
科
会

　
　
　
　
　
９
月
24
日

会
長　
竹　
花　
邦　
彦

教
育
民
生
分
科
会

　
　
　
　
　
９
月
25
日

会
長　
坂　
本　
悦　
夫

平
成
25
年
度

決算審査
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後
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

◆
育
英
事
業
の
給
付
型
を
取
り
入

　
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

○
給
付
型
の
導
入
に
つ
い
て
は
検

　

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

　

え
て
お
り
、
議
論
し
て
い
る
と

　

こ
ろ
で
あ
る
。

◆
特
別
支
援
教
育
事
業
の
タ
ブ
レ
ッ

　

ト
型
情
報
端
末
を
活
用
し
た
指

　

導
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
反
応

　
や
効
果
は
。

○
興
味
・
関
心
・
学
習
意
欲
の
向

　

上
に
大
い
に
成
果
を
発
揮
し
て

　

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

◆
生
涯
学
習
推
進
事
業
で
、
全
庁

　

的
な
生
涯
学
習
推
進
の
動
き
が

　
見
え
て
こ
な
い
が
ど
う
か
。

○
生
涯
学
習
推
進
本
部
を
立
ち
上

　

げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
う

　

ま
く
機
能
し
て
い
な
い
面
も
あ

　

る
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
等
の

　

中
で
組
織
も
含
め
て
検
討
し
て

　

い
き
た
い
。

◆
放
射
能
検
査
は
何
品
目
か
。
ま
た
、

　

重
要
な
品
目
と
思
わ
れ
る
も
の

　
は
何
か
。

○
検
査
は
19
品
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
の
検
査
は
、
産
業

　

系
で
は
な
く
自
家
消
費
分
が
全

　

て
な
の
で
、
重
要
な
品
目
と
い
う

　

位
置
づ
け
で
の
検
査
で
は
な
い
。

◆
農
林
業
系
副
産
物
の
焼
却
率
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
宮
古
市
、
岩
泉
の
牧
草
、
ほ
だ

　

木
は
全
て
焼
却
済
み
で
あ
る
。

　

山
田
町
の
ほ
だ
木
が
処
理
中
で

　

あ
る
。
平
成
26
年
度
内
に
終
了

　

予
定
で
あ
る
。

◆
高
校
生
就
職
支
援
事
業
の
成
果

　
は
。

○
勤
労
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
。

　

生
涯
賃
金
に
つ
い
て
も
考
え
る

　

こ
と
か
ら
、
就
職
に
つ
い
て
の

　

意
識
の
向
上
も
図
ら
れ
て
い
る
。

◆
農
地
の
確
保
・
有
効
活
用
の
効

　
果
は
。

○
有
効
利
用
や
利
用
集
積
、
流
動

　

化
を
図
る
た
め
、
担
い
手
の
集

　

積
を
進
め
る
よ
う
委
員
も
現
場

　

を
回
っ
て
い
る
。
地
区
ご
と
の

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
も
含
め

　

委
員
会
と
し
て
指
導
や
誘
導
を

　

行
っ
て
い
る
。

◆
農
業
振
興
が
進
ま
な
い
理
由
と

　

し
て
、
経
営
指
導
が
不
足
し
て

　

い
る
部
分
も
あ
る
。
年
間
収
入

　

を
確
保
し
、
経
営
者
と
し
て
成

　

り
立
つ
よ
う
支
援
、
指
導
を
し

　

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
思
う
が
。

○
経
営
実
態
を
ど
こ
ま
で
把
握
で

　

き
る
か
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

◆
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
で
電

　

気
牧
柵
以
外
に
、
個
人
で
漁
網

　
な
ど
を
使
い
対
策
を
し
た
場
合
、

　
補
助
対
象
と
な
る
の
か
。

○
補
助
要
綱
で
対
象
を
「
電
気
牧

　
柵
侵
入
防
止
柵
等
」
と
し
て
い

　
る
。「
等
」
の
解
釈
に
つ
い
て
内

　
部
で
検
討
し
た
い
。

◆
漁
港
施
設
復
興
整
備
の
ト
イ
レ

　
が
再
整
備
さ
れ
た
が
、
水
道
工
事

　

か
間
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
建
物

　

は
あ
っ
て
も
使
用
で
き
な
い
と

　

こ
ろ
が
あ
る
。
水
道
接
続
の
目

　
途
は
。

○
樫
内
に
つ
い
て
は
、
漁
村
再
生

　

の
事
業
で
漁
港
の
整
備
を
行
い
、

　

併
せ
て
水
道
を
敷
設
す
る
計
画

　

で
あ
る
。

◆
成
功
店
モ
デ
ル
創
出
波
及
事
業

　
は
、
事
業
開
始
か
ら
６
年
が
経

　
過
し
て
い
る
が
、
効
果
は
。

○
商
店
街
の
活
性
化
に
は
、
ま
ず

　

個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
が
必
要
で
、

　

売
上
、
客
数
、
客
単
価
で
比
較

　

す
る
が
、
全
て
ア
ッ
プ
で
は
な

　

い
が
、
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

　

て
い
る
と
考
え
る
。

◆
企
業
誘
致
事
業
で
、
企
業
訪
問

　
の
手
ご
た
え
は
。

○
震
災
後
の
厳
し
い
状
況
の
中
で

　

協
力
を
得
た
こ
と
が
最
大
の
効

　

果
で
あ
る
。
津
波
補
助
金
に
つ

　

い
て
説
明
し
誘
致
を
行
っ
て
き

　

た
。

◆
都
市
再
生
区
画
整
理
事
業
の
Ｕ

　
Ｒ
と
市
と
の
役
割
分
担
は
。

○
協
定
書
に
基
づ
い
て
役
割
分
担

　

を
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

事
業
が
円
滑
に
進
ま
な
い
も
の

　

が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
も
協

　

力
し
て
い
く
。

◆
円
滑
に
進
ま
な
い
事
務
事
業
は

　
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
。

○
市
が
直
接
協
力
す
る
部
分
は
、　

　

地
元
の
事
情
に
関
わ
る
も
の
で
、

　

地
権
者
の
情
報
や
残
土
用
地
の

　

確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◆
防
災
集
団
移
転
の
結
果
と
し
て
、

　

区
画
に
空
き
が
出
た
場
合
の
対

　
応
は
。

○
意
向
が
確
認
で
き
た
時
点
で
造

　

成
を
行
わ
な
い
。
造
成
後
は
、
対

　

象
範
囲
を
広
げ
、
再
募
集
な
ど

　

の
努
力
が
基
本
と
な
る
。

◆
道
路
に
穴
が
開
い
て
い
る
箇
所

　

が
、
し
ば
ら
く
補
修
さ
れ
な
い

　
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、　

　
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

○
住
民
か
ら
情
報
を
い
た
だ
く
場

　

合
や
週
２
回
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

　

も
行
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

　

全
て
を
把
握
し
き
れ
な
い
も
の

　

事
実
で
あ
る
。

◆
郵
便
局
だ
け
で
な
く
、
宅
配
業

　

者
と
の
連
携
も
必
要
と
思
う
の

　
で
、検
討
す
べ
き
で
あ
る
。（
意
見
）

◆
除
雪
体
制
が
大
変
な
状
況
と
思

　
う
が
、
改
善
の
方
向
性
は
。

○
昨
年
の
状
況
を
受
け
て
、
今
期

　

の
除
雪
体
制
の
改
善
を
検
討
し

　

て
い
る
。
委
託
業
者
、
各
地
域

　

か
ら
の
聞
き
取
り
や
リ
ー
ス
機

　

械
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
で
の

　

補
修
工
事
は
現
地
を
確
認
し
工

　

事
が
必
要
か
の
判
断
を
す
べ
き

　
で
は
。

○
今
年
度
は
、
現
地
を
確
認
し
、
最

　

低
限
の
補
修
と
計
画
の
見
直
し

　

を
検
討
し
て
い
る
。

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の
申

　
し
込
み
実
績
は
３
件
だ
け
だ
が
、

　
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
。

○
単
年
度
で
見
れ
ば
３
件
だ
が
、　

　

長
期
優
良
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
形

　

成
を
考
え
れ
ば
、
末
永
く
取
り

　

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
。

◆
公
営
住
宅
の
管
理
を
民
間
委
託

　
す
べ
き
と
思
う
が
検
討
状
況
は
。

○
平
成
27
度
か
ら
の
指
定
管
理
を

　

検
討
し
て
い
る
。

◆
行
政
財
産
使
用
料
が
前
年
度
よ

　
り
増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

○
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
区

　

画
整
理
事
業
の
区
域
内
に
設
置

　

し
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ

　

ン
ト
の
借
地
料
で
あ
る
。

◆
新
里
及
び
川
井
歯
科
診
療
所
に

　

つ
い
て
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
を

　

診
療
日
と
す
る
こ
と
で
受
診
者

　

の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
の
で
な

　
い
か
。

○
土
日
診
療
に
つ
い
て
受
診
者
か

　

ら
の
要
望
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

　

が
、
受
診
者
の
意
向
や
ス
タ
ッ

　

フ
の
配
置
等
も
含
め
て
今
後
研

　

究
し
て
い
き
た
い
。

◆
平
成
28
年
度
ま
で
の
設
置
目
標

　
１
５
０
０
基
の
見
通
し
は
。

○
設
置
目
標
の
達
成
は
非
常
に
難

　

し
い
が
、
で
き
る
限
り
近
づ
け

　

た
い
。
実
施
年
度
の
延
長
も
含

　

め
検
討
し
た
い
。

◆
料
金
の
二
重
徴
収
し
た
事
例
が

　
あ
る
と
聞
い
た
が
事
実
関
係
は
。

○
清
寿
荘
の
仮
設
住
宅
に
内
部
の

　

連
絡
ミ
ス
で
そ
の
使
用
料
を
差

　

し
引
か
ず
請
求
し
て
い
た
。
23

　

年
か
ら
25
年
の
約
１
０
０
万
円

　

で
25
年
度
中
に
全
額
、
社
会
福

　

祉
協
議
会
に
還
付
し
て
い
る
。

25

経
済
分
科
会

　
　
　
　
　
９
月
26
日

会
長　
佐
々
木　
　
　
勝

建
設
分
科
会

　
　
　
　
　
９
月
29
日

会
長　
髙　
橋　
秀　
正

【
国
民
健
康
保
険

  

診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
】

特
別
会
計

企
業
会
計

【
浄
化
槽
事
業
】

【
水
道
事
業
会
計
】
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委員会活動報告リポート
各常任委員会では所管する事件について、調査や審査を行っています。
その中から主なものについて報告します。

＜説明事項＞
○津波遺構（たろう観光ホテル）保存整備工事の基本・
　実施設計業務の中間報告を受けた。建設基準法上の
　用途を「ホテル」から「防災学習施設」に変更する。
　５～６階のみを利用し１～４階は土台扱いとする。
○横沢冷泉静峰苑の指定管理者を平成 30 年度までＮＰ
　Ｏ法人かわい元気社に指定する。

＜付託事件審査＞
○意見書案第３号　地方財政の充実・強化を求める意
　　　　　　　　　 見書

＜説明事項＞
○津軽石ふ化場飼育池は被災し平成 23 年に復旧してい
　たが、アルミ池２基が腐食したため、コンクリート
　製に整備する。
○魚市場の拡張工事による「卸売場棟」「管理棟」の一
　部の解体に伴い、国・県の補助金を返還する。
○音部地区の団地造成工事（３戸）は７月末に完成した。
　しかし流量が増えた場合に不十分であることから、
　排水設備の改善のため調査設計業務を行う。

＜説明事項＞
○子ども・子育て支援新制度施行に伴い、事業などの
　基準について条例を制定する。各事業の職員配置基
　準などについて説明があった。
○市民文化会館の指定管理者を平成 30 年度までＮＰＯ
　法人いわてアートサポートセンターに指定する。
○使用済の携帯電話やパソコンなどの小型電子機器に
　ついて、市内 12 箇所に回収ボックスを設置し、回収
　しリサイクルする。

＜付託事件審査＞
○請願第２号　手話言語法制定を求める意見書の提出
　　　　　　　を求める請願
○請願第３号　「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付
　　　　　　　金」継続に向けた、国への働きかけに
　　　　　　　関する請願

＜説明事項＞
○河南高浜線道路整備事業について用地取得及び補償
　契約に予算不足が見込まれることから補正予算に計
　上する。
○災害公営住宅建設工事の進捗状況について説明が
　あった。（和見町・黒田町・西ヶ丘・赤前・近内２号棟・鍬ヶ崎）

＜付託事件審査＞
○陳情第３号　鍬ヶ崎防潮堤についての陳情

＜説明事項＞
○宮古盛岡横断道路工事に伴い「薬師塗漆工芸館」を
　道の駅やまびこ館敷地内に現状のまま移転する。
○川井村産業開発公社の清算に伴い、残余金を宮古市
　に寄附する。

❖議会報告会（意見交換会）を開催します
　宮古市議会では、次のとおり議会報
告会を開催します。
　議員が５班に分かれ、各地区へ出向
き、議会での審議や活動状況を報告し
ながら、市民の皆さまと地域で抱える
問題などの意見交換を行います。また、
検討が進められてきた「議員定数等」
についても報告いたします。
　お誘いあわせのうえ、最寄りの会場
にお越しください。

今 村　 　正、白 石　雅 一、工 藤 小百合、松 本　尚 美、田 中　　 尚、加 藤　俊 郎
中 島　清 吾、伊 藤　　 清、落 合　久 三、竹 花　邦 彦、藤 原　光 昭
鳥 居　　 晋、須賀原チエ子、橋 本　久 夫、坂 本　悦 夫、坂 下　正 明
小 島　直 也、佐々木  清明、古 舘　章 秀、長 門　孝 則、佐々木　  勝、茂 市　敏 之
近 藤　和 也、内 舘　勝 則、北 村　 　進、佐々木 重 勝、髙 橋　秀 正

山口公民館　２階会議室

宮古市役所　６階大ホール
西ヶ丘地区センター　ホール
鍬ヶ崎学童の家（プレハブ）
千徳公民館　２階大広間
払川地区会館
重茂公民館　２階ホール
グリーンピア三陸みやこ応急仮設住宅集会場

（多目的グランド内）
新里福祉センター　研修室
門馬地域振興センター　大会議室
磯鶏公民館　和室
赤前小学校グランド仮設集会場
崎山公民館　２階研修室
花輪農村文化伝承館　研修室
川井生涯学習センター　第一会議室

総務・経済合同常任委員会

総務常任委員会　委員長　竹花  邦彦 経済常任委員会　委員長　佐々木　勝

教育民生常任委員会　委員長　坂本  悦夫

建設常任委員会　委員長　髙橋  秀正

11 月 18 日㈫
午後７時から
11 月 20 日㈭
午後７時から
11 月 21 日㈮
午後７時から

11 月 22 日㈯
午前10時から

11 月 22 日㈯
午後２時から

◆班編成

開催日時 会　　　　　場　　　　　名 班
３

１
２
４
５
４
１

２

５
３
４
１
２
５
３

１
２
３
４
５

班 議　　　　　　　　員　　　　　　　　名
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委員会視察報告
総務常任委員会、経済常任委員会の行政視察について報告します。

　合併後のまちづくりの検証と地方自治組織のあり方、広大な面積の宮古市の公共交通のあり方を考察するために
行政視察を行いました。

◎岐阜県恵那市
　恵那市では地域住民が身近なことを自分たちで話し合い政策に反映させる

「地域自治区制度」があります。13 の地域自治区で、委員の定数は各自治区
30名以内で307名の委員が非常勤の特別公務員の身分です。地域計画を作成
し、市長への意見書を提出し、その実現を求めています。

◎岐阜県多治見市
　多治見市では自家用車に頼らないで、まちの賑わいを創出できる交通シス
テムを運用し、鉄道、路線バス、コミュニティバス、等の役割を明確化し地
域に即した方策を図っています。ききょうコミュニティバスは中心市街地

（平日・休日運行）と郊外（週一運行）を運賃 100 円から 200 円で循環して
います。鉄道等も含め低料金で利用者のニーズに答えています。利用しやす
い料金体系で赤字補てん額は宮古市と同じ年間 2800 万円です。
　「総合計画」を、総合審議会が市長の諮問に応じて調査、審議を行います。
総合基本計画は市長のマニフェストを計画に反映させるために、「多治見市市
制基本条例」に基づき、街づくり・財政運営・市民参加の各ルールで計画を
策定しています。市民からも多様な方法で丁寧な意見聴取の場が保障されて
います。
　市長のマニフェストは、議会から理解されることが重要です。議会のチェ
ック機能が働く事により議会と総合計画とのかかわり方が重要になります。

■総務常任委員会 期日・場所　８月５日㈫　岐阜県恵那市・多治見市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮古市の復興事業「再生可能エネルギープロジェクト事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業」に関わる木質バイオマスの可能性と、農業を通じて地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域づくりを行う６次産業化の経済効果について行政視察を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎三重県松阪市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松阪市では地域に 60 社の製材所があり端材が多いこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から「松阪木質バイオマス熱利用協同組合（組合員７社）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を設立。林業で発生する間伐材・残材・加工端材・バーク・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築廃材等を燃料とし蒸気を販売する事業を行っていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。総事業費は 10 億４千万で発電を除外したことで建設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コストを削減することができました。今後、植物工場も完
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成しミニトマトの水耕栽培が始まります。組合の事業利益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が出た場合には林家に還元し、継続的な森林管理を行う「緑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の循環」を支えるシステムが構築されています。

◎三重県伊賀市
　伊賀市の「伊賀の里モクモク手作りファーム」は、昭和 62 年に養豚農家を中心に「ハム工房モクモク」を設立
したことが始まりです。現在は年間約 50 万人の来場者があり、年商 54 億円、正社員 150 人、パート 200 人、ア
ルバイト 650 人を雇用するまでになっています。給料は年俸制で配置場所や昇進は自己申告制になっており、積極
性が求められます。
　農場レストランは県内外７店舗を展開し、リピーターも多く伊賀市への観光に繋がっています。体験型の各種多
様なイベントメニューが大きな魅力になっています。

■経済常任委員会 期日・場所　７月７日㈪ 三重県松阪市　 ８日㈫ 三重県伊賀市
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議会とくとくとぴっくす
秋まつりで手踊り披露

　宮古市議会市政調査会（茂市敏之会長）では
９月 13 日に開かれた「第３回宮古市復興祭・
第 30 回みやこ秋まつり」の手踊りパレードに
参加しました。毎年の恒例行事で今年も多くの
議員が参加。議員団チームとして市民団体とと
もに、まだ夏の余韻の残る市内の目抜き通りを
踊り歩きました。
　パレードの曲は「大漁お祝い踊り」と「宮古
あいや節」の２曲。練習の成果を見事に発揮し
ながら手さばきもかろやかに、１時間にわたる
パレードを繰り広げました。

ラジオで放送しています。
宮古市議会では、本会議で決めること、決まっ
たことを、みやこハーバーラジオ（82.6 メガヘ
ルツ）で放送しています。放送は本会議開催中で、
時間は午前８時 20分頃です。

Facebookをはじめました。
宮古市議会では、議会の活動をお知らせするた
め Facebook で宮古市議会公式ページを開設し
ました。宮古市議会のトップページのリンクを
クリックしてご覧ください。

インターネット中継をしています。
宮古市議会では、本会議の映像をインターネットで
生中継（ライブ）・録画中継しています。生中継は本
会議開催中です。会期日程をご確認のうえ、ご覧く
ださい。録画映像は、本会議のおおむね５日後（土
日祝を除く）から配信いたします。（パソコン対応のみ）
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次回12月定例会について本議会傍聴者数

12月定例会は、12 月上旬
の開催予定です。会期日程
が決まり次第、宮古市議会
のトップページに掲載しま
す。くわしくは議会事務局

（68 ー 9113）におたずね
ください。

9 月  9 日
9 月16日
9 月17日
9 月18日
9 月19日
10月 3 日

0名
9名

20名
16名
8名

15名

第20回 宮古市大産業まつり
　宮古地域の物産や企業、団体など一堂に集め
販売や展示を行う「第 20 回宮古市大産業まつ
り」（同実行委員会主催）は 10 月４、5 日、宮
古市民総合体育館で開かれました。オープニン
グセレモニーには宮古市議会からも多くの議員
が出席し、関係者と共に震災からの復興にむけ
新たな宮古の元気を発信しました。
　まつりには 115 団体が出店。地元で生産され
る加工品、工芸品、水産・農産物を販売するブー
スが軒を並べたほか、姉妹都市、友好都市であ
る青森県黒石市、沖縄県多良間村、北海道苫小
牧市などからも多くの特産品やグルメ食品が出
品され、各種の味を楽しむ来場者の笑顔があち
こちで見られました。


